
ファンドの目的・特色

ファンドの目的
投資信託財産の中長期的な成長をめざして運用をおこないます。

ファンドの特色

長期分散投資により、世界経済の成長に沿った収益の獲得をめざします。
● 投資対象ファンドを通じて、国内外の株式・債券といった様々な資産に分散投資し、これらをうまく組み合わせるこ

とで中長期的に安定した収益の獲得をめざします。
● 今後も先進国の安定成長と新興国の高い経済成長が見込まれることから、投資対象の多様化により、世界経済

の成長果実をじっくりと享受することをめざします。

オルタナティブ運用の組入れにより、下振れリスクの抑制をめざします。
● 市場の動きにかかわらず収益の獲得をめざすヘッジファンド※１等のオルタナティブ運用※２を効果的に組み合わ

せることで、下振れリスクの抑制をめざします。
※１ 実質的に金利、為替、株式、債券、商品等に対して裁定取引やデリバティブ取引等の様々な手法を活用して市

場の動きにかかわらず収益の獲得をめざすファンドを指します。
※２ 株式や債券等の伝統的資産とは異なる資産への投資をいいます。具体的な投資対象は、リート、バンクローン、

コモディティ、ヘッジファンド等があり、一般に株式や債券等との価格連動性（相関性）が低く、分散投資効果が
あるとされています。なお、オルタナティブ運用では、世界経済の成長に沿った収益の獲得をめざした運用を
おこなうこともあります。

市場環境の変化に対応して、適切なポートフォリオへの見直しをおこないます。
● 各資産および各投資対象ファンドへの投資割合は、各資産の期待リターンやリスク、各資産間の値動きの関係
（相関関係）、各投資対象ファンドのリターン・リスク特性等をもとに決定します。また、各資産および各投資対象
ファンドへの投資割合の定期的な見直しをおこなうほか、市場環境等の変化に応じた調整をおこないます。

● 投資割合の決定にあたっては、先進国債券、新興国債券およびバンクローン等を投資対象とし、為替ヘッジを
おこなうことで為替変動リスクの低減をはかるファンドを国内債券と位置づける場合があります。

ファンドは中長期的に安定的な収益を獲得することをめざして、市場環境等の変化に応じた運用をおこなうため、
投資対象とする資産およびファンドを限定していません。また、それらへの投資比率もあらかじめ定めているも
のでもありません。
したがって、運用者の判断で投資対象とする資産やファンドを追加・除外したり、それらへの投資比率を変更する
運用をおこないます。
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ファンドの目的・特色

ファンドの特色

運用目的・リスク許容度に応じて２つのファンドから選択できます。
「株式」「リート」「コモディティ」

への投資割合の合計※３ 運用の特徴

スカイオーシャン・コアラップ（安定型）※４ 原則50％未満 安定性を重視

スカイオーシャン・コアラップ（成長型） 原則75％未満 安定性と収益性の
バランスを重視

※３ 純資産総額に対する投資対象ファンドへの投資割合の合計です。なお、当該投資割合には、ヘッジファンドに
投資する投資対象ファンドが含まれていないため、ヘッジファンドへの投資割合が高くなる可能性がありま
す。ヘッジファンドには特有のリスクがありますので、後掲「投資リスク」の「ヘッジファンドの運用手法にかか
るリスク」を十分にお読みください。

※４「安定型」とは元本保証等を意味するものではなく、「成長型」と比較して安定的な運用をめざすファンドである
ことを意味しています。

● 市場環境に急激な変動があった場合、あるいはそれが予想される場合には、上記の制限を超えた投資割合と
する場合があります。

●運用にあたっては、三井住友信託銀行から投資助言を受けます。
各資産の中長期的な期待リターン、リスク（標準偏差）、相関係数（各資産間の値動きの関係性を示す係数）を推定

資産間の分散を徹底するため、資産毎の投資割合の制約条件（上限値または下限値）を設定

資産毎の期待リターン・リスク・相関係数や制約条件をもとに、中長期的な見通しから最適な投資割合を決定

資産毎の投資割合
の決定・見直し

（年１回）

STEP1

STEP2

STEP3

各資産の投資対象ファンドの特徴や運用パフォーマンス等を分析

ポートフォリオのリターン向上およびリスク低減を目的として、投資対象ファンドの組入れや入替え効果を検証

投資対象ファンドの組入れ・入替え効果の検証結果にもとづき、ファンドの組入れ・入替えや投資割合を決定

投資対象ファンドの
決定・見直し
（随時）

STEP1

STEP2

STEP3

相対的に値上がりした資産の売却や値下がりした資産の購入をおこなうことなどにより、最適な
投資割合からの乖離を修正定期的なリバランスの

実施（年４回）

ポートフォリオ構築プロセス

※市場環境の急激な変化に応じて、リスク低減等を目的として、各資産や投資対象ファンドの投資割合の見直し
をおこなうことがあります。

※市場環境等によっては、定期的なリバランスをおこなわない場合があります。また、臨時におこなうこともあり
ます。

※上記プロセスは、今後変更となる場合があります。
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ファンドの仕組み

ファンドはファンド・オブ・ファンズ方式で運用します。

お客さま
（受益者）

投資対象

Ａファンド
スカイオーシャン・コアラップ（安定型）

国内株式
国内債券
先進国株式
先進国債券
新興国株式
新興国債券
国内リート
海外リート
バンクローン
コモディティ
ヘッジファンド 等

Ｂファンド

スカイオーシャン・コアラップ（成長型）
Ｃファンド

投資対象ファンドファンド

投資

損益

投資

損益

投資

損益

申込金

分配金
解約金等

申込金

分配金
解約金等

・・・・

投資対象ファンドの概要につきましては、後掲「追加的記載事項」をご覧ください。

？ ファンド・オブ・ファンズ方式とは
お客さまからお預かりした資金を、直接株式や債券といった資産に投資するのではなく、株式や債券等に投資している複数
の投資信託に投資して運用をおこなう仕組みです。

分配方針

● 年１回、毎決算時に委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して分配金額を決定します。
ただし、分配をおこなわないことがあります。

● 分配対象額は、経費控除後の繰越分を含めた配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。
※将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するものではありません。

おもな投資制限

● 投資信託証券への投資割合には制限を設けません。
● 株式への直接投資はおこないません。
● 外貨建資産への投資割合には制限を設けません。
● デリバティブの直接利用はおこないません。

〈ご参考情報〉
銀行などの金融機関が、事業拡大などのために資金調達を希望する企業などに対しておこなう
融資（ローン）を指します。一般的に、バンクローンは投資適格未満の格付を有する企業への変動
金利のローンです。

バンクローン

金や原油、穀物などの「商品」のことです。商品への投資に際しては、商品インデックスに連動する
仕組み債券に投資するファンドなどがあります。コモディティ

ヘッジとは元 “々回避する”という意味で、投資対象資産の価格変動にともなうリスクを回避する
投資行動のことをいいます。裁定取引やデリバティブ取引（先物取引、オプション取引等）等を活用
して実質的に金利・債券・株式・リート・コモディティ等に投資をおこないます。市場環境にかかわら
ず収益（絶対収益）を追求するファンド※などがあります。
※特定の市場の動向にかかわらず収益を追求することを目標として運用をおこなうファンドのことで、絶対に

収益が得られるという意味ではありません。

ヘッジファンド

資金動向、市況動向、信託財産の規模等によっては、前記の運用ができない場合があります。




